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廃棄体パッケージ内充填材からの水素ガス発生量の低減策において、コンクリートの使用を検討した。乾

燥処理後の OPC コンクリートは，自由水量の低減に従って水素ガス発生量も低減し，自由水量と水素ガス発

生量に相関が認められた。高強度高緻密コンクリートは，乾燥処理を行うことなく乾燥処理後の OPC コンク

リートと同等の水素ガス発生量であった。 
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1. 緒言 

廃棄体パッケージ内充填材（内部充填材）にセメント系材料を用いる場合、セメント系材料中の水が放射

線分解して発生する水素ガスにより内圧が上昇し、廃棄体パッケージの構造健全性に影響する可能性がある。

コンクリートは骨材が体積に占める割合が高いため含有水量を少なくでき、乾燥によりさらに低減可能であ

る。本試験では、乾燥処理により自由水を低減した普通ポル

トランドセメント（OPC）コンクリート及び止水性に優れた

高強度高緻密コンクリート[1]の内部充填材への適用性を検討

するため、コンクリートからの水素ガス発生量を評価した。 

2. 試験 

OPC コンクリートについては、未乾燥及び乾燥処理した試

験体、高強度高緻密コンクリートは未乾燥の試験体を用い

た。試験体を密閉容器に封入し、60Co による γ 線を 1kGy/h の

吸収線量率で 5 時間照射した。γ 線照射後に密閉容器内の水

素ガス濃度を測定し、水素ガス発生量及び試料質量あたりの

水素ガス発生の G値（GH2(All)）を求めた。 

3. 結果 

OPC コンクリートの水素ガス発生量は、自由水量との相

関が認められ、OPC ペースト及び OPC モルタルと同様の

傾向を示した（図 1）。また、OPC コンクリートの乾燥処理

は、自由水量を減少して水素ガス発生量を低減できる。高

強度高緻密コンクリートは、自由水が数 mass%存在しても、

乾燥処理後の OPC コンクリートと同等の水素ガス発生量

であった（図 2）。以上の結果から、内部充填材をコンクリ

ートとし、製作した内部充填材の水分を適切に管理（乾燥

処理や保管条件等の設定）することで水素ガス発生の抑制

対策となることを確認した。また、セメント系材料の内部

充填材からの水素ガス発生量は、廃棄体に起因する放射線

の吸収線量と自由水量から見積もることができるものと考えられる。 
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図 2. コンクリートからの水素ガス発生量 
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図 1. 材料中の自由水量と G 値の関係 
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